
　

本
日
の
出
発
地
は
、
清
瀬
駅
北
口
の

け
や
き
通
り
に
あ
る「
キ
ヨ
セ 

ケ
ヤ
キ 

ロ
ー
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」。
け
や
き
通
り

の
両
サ
イ
ド
に
約
１
㌔
に
渡
り
立
ち
並

ぶ
、
国
内
外
の
芸
術
家
に
よ
る
24
基
の

作
品
た
ち
が
、
何
気
な
い
1
日
に
彩
り

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

な
か
で
も
印
象
的
な
の
が
、
首
の
長

い
キ
リ
ン
が
座
る
淀
井
敏
夫
氏
の
作
品

「
幼
い
キ
リ
ン
・
堅
い
土
」
で
す
。
サ

バ
ン
ナ
に
た
た
ず
み
何
を
思
う
の
か
、

想
像
し
た
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
デ
ザ

イ
ン
監
修
を
務
め
ら
れ
た
清
瀬
市
の
名

誉
市
民
・
澄
川
喜
一
氏
の
作
品「
そ
り

の
あ
る
か
た
ち
'90
」も
存
在
感
を
放
っ

て
い
ま
す
。
お
気
に
入
り
の
作
品
を
見

つ
け
る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
。

　
「
キ
ヨ
セ 

ケ
ヤ
キ 

ロ
ー
ド
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」の
途
中（
500
㍍
付
近
）の
小
道
を

左
折
す
る
と「
清
瀬
市
郷
土
博
物
館
」

が
あ
り
ま
す
。
清
瀬
の
歴
史
や
文
化
を

知
る
の
に
欠
か
せ
な
い
場
所
で
す
。

　

展
示
ホ
ー
ル
で
は
、
清
瀬
市
在
住
の

ペ
ー
パ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト　

太
田
隆
司

氏
の
作
品
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が
で

き
、
常
設
の
展
示
室
で
は
清
瀬
の
自
然

　

更
に
畑
に
囲
ま
れ
た
細
い
路
地
を
左

手
に
進
み
、
住
宅
街
を
抜
け
て
坂
道
を

下
っ
て
行
く
と
最
終
目
的
地「
中
里
の

富
士
塚（
東
京
都
指
定
有
形
民
俗
文
化

財
）」が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

早
速
、
鳥
居
の
下
に
あ
る
説
明
板
を

読
ん
で
み
る
と
、
江
戸
時
代
の
中
期
、

富
士
山
を
崇
高
し
登
山
を
通
じ
て
修
業

す
る
富
士
講（
富
士
山
を
信
仰
す
る
人

々
が
組
織
す
る
団
体
）が
流
行
し
、
各

地
に
富
士
塚
が
造
ら
れ
た
経
緯
が
記
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
取
材
が
終
わ
っ
た
後
、

毎
年
９
月
１
日
に
行
わ
れ
る「
中
里
の

火
の
花
祭（
東
京
都
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
）」
の
実
際
の
様
子
を
知
り
た
く

て
清
瀬
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
動
画
コ
ー

ナ
ー
で
視
聴
し
て
み
ま
し
た
。
動
画
に

　

歩
い
た
距
離
は
短
い
も
の
の
、
中

身
の
詰
ま
っ
た
今
回
の
取
材
。
何
度

見
て
も
表
情
が
違
う「
24
基
の
彫
刻
」、

何
度
行
っ
て
も
飽
き
な
い「
郷
土
博
物

館
」、
初
め
て
訪
れ
た
の
に
、
な
ぜ
か

懐
か
し
さ
を
感
じ
る「
中
里
の
富
士
塚
」

…
。

　

特
に
印
象
が
強
か
っ
た
の
は
、
映
像

に
映
る「
富
士
講
」の
気
迫
せ
ま
る
姿
。

地
域
住
民
と
一
体
と
な
り
伝
統
を
守
る

姿
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
知
れ
ば

知
る
ほ
ど
奥
の
深
い「
中
里
の
火
の
花

祭
」。
機
会
が
あ
れ
ば
一
度
、
本
物
を

見
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

キヨセ ケヤキ ロードギャラリー
～中里の富士塚を歩く

さ
ま
ざ
ま
な
表
情
の
キ
ヨ
セ

ケ
ヤ
キ 

ロ
ー
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー

一
度
で
二
度
お
い
し
い

「
清
瀬
市
郷
土
博
物
館
」

受
け
継
が
れ
る
伝
統
行
事

「
中
里
の
火
の
花
祭
」

ご
存
じ
で
す
か
？

「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

市民編集委員

山本美香 さん

　秋と言えば、食欲の秋、読書の秋、芸術の秋…。いろいろと
ありますが、皆さんはどのような秋の過ごし方がお好みですか。
　今回は、数々の彫刻が立ち並ぶ「キヨセ ケヤキ ロードギャ
ラリー」から「郷土博物館」を経由し、中里にある富士塚までを
歩きます。涼しくなったら、清瀬ならではの「秋」を楽しんで
みてはいかがでしょうか。きっと発見があるはずです。 

取

材

を

終

え

て

「下宿のふせぎ行事」の蛇を野塩地域市民センターに展示

清 瀬 市 の 広 告 貸 切 電 車 が 運 行 さ れ ま し た

「 き よ せ ひ ま わ り コ ン サ ー ト 」 を 開 催

第 48 回東京都市町村総合体育大会で清瀬市のチームが健闘

「まちかどニュース」「がんばりすと」への投稿を募集中！
応募方法　1 日号・15 日号ともに掲載希望号の 1 か月前（ い ず れ も必
着）までに、写真（データが望ましい）に説明（いずれも 150 字程度）を
添えて、住所・氏名・電話番号を記入し、直接または郵送、メールで
秘書広報課広報広聴係☎ 497・1808 へ

　８月 18 日から、野塩
地域市民センターに、東
京都指定無形民俗文化財

「下宿のふせぎ行事」の
蛇を展示中です。

　８月 16 日～ 30 日に行われた清瀬ひ
まわりフェスティバルに合わせて、西
武池袋線などで清瀬市を PR する広告貸
切電車が運行されました。
　期間中、２編成（各 10 両）で運行さ
れていた広告貸切電車の車内は、清瀬
のひまわりで埋め尽くされ、多くの方
に PR をすることができました。

　７月 11 日、清瀬けやきホールで「き
よせひまわりコンサート」が開催され
ました。７月の「『社会を明るくする
運動』強調月間」に合わせて行われ
たこのコンサートでは、清小・五中
吹奏楽部、日本社会事業大学ブラス
バンドサークルの演奏が行われ、会
場は大きな拍手に包まれました。

　７月 19 日、下宿第三運動公園サッカ
ー場で、東京都市町村総合体育大会のゲ
ートボール競技が行われ、清瀬市のチー
ムが準優勝を果たしました。
　チームの方からは、「大会を通して他
市町村の方と交流を図ることができて、
有意義な機会となりました」と、喜びの
声をいただきました。
　また、同じく７月 19 日に東京ドーム

「キヨセ ケヤキ ロードギャラリー」から郷土博物
館を経由し、中里の富士塚までの道のり（約１㌔）
を歩きました

古
民
家
を
再
現
し
た
、
郷
土

博
物
館
の
伝
承
ス
タ
ジ
オ

キヨセ ケヤキ ロードギャラリーに設置
されている彫刻「幼いキリン・堅い土」

（右）と「そりのあるかたち '90」

中里の火の花祭の
お焚（た）き上げ

清瀬のひまわりで埋め尽くされた
西武池袋線の車内

好評だった清小・五中・日本社会
事業大学の演奏

野
塩
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー
ロ
ビ
ー
に
飾
ら

れ
た「
下
宿
の
ふ
せ

ぎ
行
事
」の
蛇

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
で
準
優
勝
に
輝

い
た
清
瀬
市
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

　各種大会で優秀な成績を収
めた方・団体を紹介します。

27・9・1 ２

　身近なイベントや、まちかど
の話題を皆さんから募集してい
ます。

スポーツセンター東久留米（東久留米市大門町二丁目）で行われた男
子バレーボール競技では、清瀬市のチームが３位入賞を果たしました。

や
文
化
的
伝

統
に
つ
い
て

詳
し
く
知
る

こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

特
に
展
示

ホ
ー
ル
に
飾

ら
れ
る
裂
織

　

市
で
は
、
高
齢
者
が
孤
立
す
る
こ
と

な
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、「
ふ
れ
あ
い

協
力
員
」と「
民
生
・
児
童
委
員
」に
よ

る
声
か
け
・
見
守
り
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
協
力
員
は
必
要
に
応
じ
て
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
、
支

援
に
結
び
つ
け
る
架
け
橋
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
65
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
、

高
齢
者
の
み
世
帯
の
方
を
対
象
に
、
見

守
り
や
訪
問
な
ど
を
行
う
他
、
３
か
月

に
１
度
、
高
齢
者
向
け
の
情
報
誌「
ほ

う
か
つ
だ
よ
り
」を
お
届
け
し
ま
す
。

―
ふ
れ
あ
い
協
力
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

声
か
け
・
見
守
り
活
動
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る「
ふ
れ
あ
い
協
力
員
」を
募
集

中
で
す
。
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
お
申
し
込
み

い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ
。

問
合
せ　

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
497
・
２
０
８
２

よ
る
と
、「
中
里
の
火
の
花
祭
」は
「
山

梨
県
富
士
吉
田
の
火
祭
り
」に
倣
っ
て

始
め
ら
れ
た
と
言
い
ま
す
。

　

９
月
１
日
の
夜
、
富
士
山
を
か
た
ど

っ
た
麦
わ
ら
の
山
に
火
を
付
け
、
燃
え

盛
る
炎
で
身
を
清
め
ま
す
。
燃
え
た
後

の
灰
は
門
口
に
ま
け
ば
魔
よ
け
に
、
畑

に
ま
け
ば
豊
作
に
な
る
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
白
装
束
を
身
に
ま
と
い
な
が

ら
つ
づ
ら
お
り
の
富
士
塚（
高
さ
10
㍍

ほ
ど
）を
登
り
、
山
頂
で
祈
り
を
さ
さ

げ
る
姿
は
、
今
の
時
代
に
な
き
魂
の
祈

り
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
こ
の
記
事
を
読
ま
れ
て
い

る
の
は
９
月
１
日
を
過
ぎ
て
か
ら
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
来
年
の
９
月
１
日
は

「
中
里
の
火
の
花
祭
」
に
足
を
運
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

取
材
は
昼
間
で
し
た
が
、
３
つ
の
石

碑
が
ま
つ
ら
れ
る
山
頂
に
立
っ
た
時
、

神
々
し
い
空
気
を
感
じ
、
心
が
洗
わ
れ

る
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

（
織
物
）
は
、
先
人
の
思
い
が
伝
わ
っ

て
く
る
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
古
民
家
を
再
現
し
た
伝
承
ス

タ
ジ
オ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
中
行
事

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
こ

の
日
、「
す
す
払
い（
年
２
回
の
大
掃
除
）

が
行
わ
れ
た
」と
職
員
の
方
。

　

神
聖
な
行
事
の
日
に
居
合
わ
せ
た
こ

と
に
感
謝
す
る
と
同
時
に
、
暑
い
な
か

の
作
業
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
し
た
。

　

一
通
り
見
終
わ
っ
た
ら
、
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
に
今
夏
デ
ビ
ュ
ー
し
た
、
市
内
の

牛
乳
と
イ
チ
ゴ
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を

堪
能
す
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

　平安時代、野塩地区には「悲田処」という、飢えや病気に苦し
む旅行者の救護所があったという説があります。
　市では、病魔を防ぐために行われている「ふせぎ」の蛇を展示
することで、清瀬が古くから地域の医療・健康に寄与してきた歴
史を多くの方に知っていただきたいと考えています。


